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昭和63年 閥0192号　昭和63年・o月・o日

　一中学校で運動会一
　9月29日㈱、雨で順延となってい

た江南中学校の運動会が行われまし

た。写真は、一年生による「因幡の

白うさぎ」のレースです。このほか

にも、曇り空をふきとばすような、

中学生らしく、はつらつとした競技

がくりひろげられました。

10月 〔10月1日現在人口〕
男5，466人女5，564人計11，030人
世帯数2，948

●発行所　埼玉県大里5江南町役場

●発行人　江南町長　柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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あなたがひろげるきれいな選挙
　　　　　　　　の　　ヨは

　　　午前7時から午後6時まで
”””””II””II”撃lrl川IIll”””II”II””Il”””””IIεII””Ir””””””II［III”II”””1”1”1””1”1”II”II“IIロlllr”II”IIII”””II川”lll””『1『II

　
任
期
満
了
に
よ
る
江
南
町
長
選
挙
が
、
十
一
月
八
日
（
火
）
㎜

告
示
、
十
一
月
十
三
日
（
日
）
投
票
、
即
日
開
票
の
日
程
で
行
㎜

わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
㎜

　
最
も
身
近
な
生
活
に
つ
な
が
る
町
政
を
担
当
す
る
人
を
選
㎜

ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
明
る
く
住
み
よ
い
町
を
築
く
た
め
に
㎜

一
人
ひ
と
り
が
選
挙
と
町
の
結
び
つ
き
を
よ
く
考
え
て
、
正
㎜

し
い
判
断
に
よ
っ
て
立
派
な
代
表
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
　
　
㎜

　
ま
た
、
投
票
日
に
用
事
が
あ
っ
た
り
、
他
の
事
情
で
投
票
㎜

で
き
な
い
場
合
も
、
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
㎜

あ
な
た
の
貴
重
な
蕾
示
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
公
正
で
㎜

明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
「
き
れ
い
㎜

な
選
挙
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

告
示
日
…
…
十
一
月
八
日
（
火
）

投
票
日
…
…
十
一
月
十
三
日
（
日
）
午
前

　
　
　
　
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

開
票
日
…
…
即
日
開
票
午
後
七
時
か
ら

開
票
所
…
…
江
南
町
役
場
会
議
室

投
票
で
き
る
か
た

　
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
歳
以
上
で

江
南
町
に
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
所

が
あ
り
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
か
た
。

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
十
一
月
七
日
㈲

選
挙
時
登
録
日
…
…
－
十
一
月
七
日
㈲

　
し
た
が
っ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

選
挙
権
の
条
件
は

◎
　
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
四
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
か
た
で

◎
　
昭
和
六
十
三
年
八
月
八
日
以
前
か

　
ら
江
南
町
に
住
ん
で
い
て

◎
　
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き

　
　
　
　
　
　
ヤ
フ
ノ

　
　
　
　
）
　
㌧

　
記
録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

▼
転
出
す
る
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
町
の
選
挙
で
は
、
投
票
日
の
前
日
で

あ
っ
て
も
、
江
南
町
か
ら
他
の
市
町
村

へ
転
出
し
て
し
ま
う
と
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
。投
　
票
　
所

●町内の各投票所

投票区 投　　票　　所

第　1 農業総合センター

第　2 江南北小学校体育館

第　3 板井研修センター

第　4 江南南小学校体育館

第　5 江南町民体育館

　
投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
五
ヵ

所
設
置
し
ま
す
。
各
投
票
区
の
投
票
所

は
図
の
と
お
り
で
す
。

投
票
入
場
券

　
投
票
入
場
券
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
、

投
票
日
に
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
投
票
所
へ
入
場
券
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投

票
日
に
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。
ま
た
、
入
場
券
が
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
上
の
注
意

　
候
補
者
の
「
氏
名
」
は
、
漢
字
で
も

ひ
ら
が
な
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
投
票
用
紙
に
余
分
な
こ
と

を
書
い
た
り
、
投
票
用
紙
を
破
い
た
り

す
る
と
、
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
が
無

効
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
不
在
者
投
票
を

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票

所
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

っ
て
、
投
票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な

い
場
合
の
例
外
と
し
て
不
在
者
投
票
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
》
　
、
）

●
選
挙
入
（
有
権
者
）
が
、
自
分
の
投

　
票
区
域
外
で
職
務
に
従
事
し
て
い
る

　
場
合
（
出
張
な
ど
）

●
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や

　
事
故
の
た
め
、
町
を
離
れ
て
旅
行
中

　
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
（
新
婚
旅
行

　
な
ど
）

●
選
挙
人
が
、
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
な

　
ど
の
た
め
、
歩
行
が
著
し
く
困
難
な

　
場
合

期
間
十
一
月
八
日
㈹
か
ら
十
一
月

　
　
　
十
二
日
㈹
（
投
票
日
の
前
日
）

　
　
　
ま
で

時
　
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
午
後
五
時
ま
で

場
所
江
南
町
役
場
内

持
参
す
る
も
の
　
入
場
券
と
印
か
ん

郵
便
に
よ
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、

郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
在
宅
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、

ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
で
、
表
の
よ
う
に
、
そ
の
傷

害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に
当
て
は
ま

る
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
を
県
知

事
が
証
明
し
た
人
で
す
。
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表　郵便投票できる障害者の程度

両下肢または、

体幹など
機能の障害

心臓・じん臓
または呼吸器など
の機能障害

身体障害者福祉
法による身体障
害者

1級または2級 1級または3級

戦傷病者特別援
護法による身体
障害者

特別項症から、

第2項症まで
特別項症から、

第3項症まで

　
な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
お
き
へ
そ
の
証
明
書
を
添
え

て
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
郵
便
に
よ
る
た
め
時
間

…
蓬
◆
ム
Y
き
‡
‡

　
　
　
　
　
（
（

　
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
告
示
前
で
も
手

　
続
き
が
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね

　
く
だ
さ
い
。

　
　
選
挙
人
名
簿
の

　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
覧

　
　
選
挙
時
登
録
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
か

　
た
の
名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い

　
ま
す
。
－

　
縦
覧
期
問
　
十
一
月
八
日
㈹
か
ら

　
　
　
　
　
　
十
一
月
九
日
㈱
ま
で

　
縦
覧
場
所
　
江
南
町
役
場

　
　
立
候
補
予
定
者

　
　
　
　
　
　
　
打
合
せ
会

　
　
選
管
で
は
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
を

　
得
て
、
打
合
せ
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
、
責
任
者
の

　
か
た
（
二
名
以
内
）
の
ご
出
席
を
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

…
｝
‡
‡
‡

日
時
十
月
十
七
日
㈲

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
　
所
　
江
南
町
役
場
二
階
会
議
室

　
※
当
日
、
立
侯
補
に
必
要
な
書
類
を

　
　
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

間
合
せ
　
江
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
智
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
内
線
二
二
六

守
つ
て
ほ
し
い

　
　
　
選
挙
の
ル
ー
ル

こ
ん
な
行
為
は
違
反
で
す

　
健
全
で
明
る
い
選
挙
は
、
民
主
的
な

町
政
を
築
く
基
と
な
り
ま
す
。

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
す
る
上
で
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
選
挙
運
動
の
ル

ー
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
戸
別
訪
問
〉

　
有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
投
票
を
依

頼し

た
り
、
ま
ゐ
投
票
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為
は
「
戸
別

　
（
　
　
へ

訪
問
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
気
勢
を
張
る
行
為
〉

　
有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に
自

動
車
を
連
ね
た
り
、
隊
列
を
組
ん
で
往

来
し
た
り
、
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
た
り
す
る
な
ど
、
選
挙
運
動
の
た
め

の
気
勢
を
張
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

〈
署
名
運
動
〉

　
あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
、
投

票
依
頼
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
○
○
さ
ん
に
投
票
し
な
い
と
い

う
趣
旨
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。

　
戸
別
訪
問
し
て
署
名
を
集
め
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
署
名
簿
を
回
覧
す
る
場
合
、

街
頭
で
行
う
場
合
、
そ
の
ほ
か
方
法
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
、
選
挙
に
関
す
る
署

名
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
飲
食
物
の
提
供
〉

　
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
し

て
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
い
か
な
る
名
義
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

①
候
補
者
が
選
挙
運
動
員
の
慰
労
の
た

め
に
酒
や
ビ
ー
ル
を
与
え
る
こ
と

②
第
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
い

と
し
て
候
補
者
に
酒
や
料
理
を
提
供
す

る
こ
と

　
　
　
な
ど
の
飲
食
物
の
提
供
は
、
い

っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
選
挙
事
務
所
開
き
に
、
酒
や
ビ
ー

ル
な
ど
を
提
供
す
る
の
は
違
反
に
な
り

ま
す
。

　
た
だ
、
普
通
の
お
茶
や
、
お
茶
う
け

程
度
の
菓
子
を
出
す
の
は
、
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
連
呼
行
為
〉

　
選
挙
運
動
の
た
め
に
「
○
○
党
の
△

△
氏
に
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
、

一
定
文
句
を
連
呼
す
る
行
為
は
、
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
八
時

ま
で
の
間
に
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用

す
る
自
動
車
の
上
で
行
う
こ
と
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

第一投票所

　御正駐在所

●　●

農業総合

センターコ 農協

至川本町

　　　　　●　●県道富田熊谷線　　　　　　至熊谷

第二投票所

●●
●●　至熊谷

至川本町

　　　県道富田熊谷線

江南北小学校

江南荘

第三投票所

板井研修センター

宝光寺

GS

●●

●●

　　信号

第四投票所

「

大沼公園

江南南小
￥

江南農協
南支所

小原駐在所

江南町

民体育館

第五投票所

江南町役場

蝉
「

至小川

　　県道熊谷・小川線
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鍵醐
罐
壽

麗
泌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
鋸
望

　
　
　
　
　
　
　
囎
　
　
餌

華

鍵
怪
｝

綴
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

六
十
二
年
度
の
町
の
台
所
は

　
　
一
』
般
会
計
は
二
億
二
干
二
百
四
十
一
一
万
円
の
繰
越
額

ゴ
O
－
の
虫
b
＆
ヨ

ω
■
o。
ぷ灘

．
．
贈

　
　
　
虜
，

　
　
』
蜜
傷
、

　
　
　
　
6
．

町　税
1，368，594，866円
45．8％

国・県支出金
458，723，597円

15．3％

地方交付税
42，595，000円

1615％

鯉
硬
傘
，

　
　
轡
銭

自動車取得税交付金
　　69，088，000円2．3％

地方譲与税
　　55，438，000円1．9％

交通安全対策特別交付金
　　2，936，000円0．1％

娯楽施設利用税交付金

　　　344，077円

諸　収・入
　53，111，987円1．8％

分担金及び負担金
　23，210，530円0．8％

使用料及び手数料
　16，614，010円0．6％

繰　入　金

　　737，013円

寄一附　金

　　300，000円

）

）

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
一
般
会
計
、
各
．

特
別
会
誹
み
決
算
が
第
三
回
定
例
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
一
、
般
会
計
に
つ
い
て
は

歳
入
二
十
九
億
八
千
五
百
八
十
八
万
五

千
六
百
五
十
六
円
、
．
歳
出
二
十
七
億
六

千
三
百
四
十
六
万
三
千
八
百
二
十
九
円

で
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
訳
は
グ
テ
フ
の
と
お
り
で
す
が
、

六
十
一
年
度
と
比
べ
て
の
伸
び
率
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ラ
ヒ
ド
ド

娯
楽
施
設
利
用
税
交
付
金
が
八
倍
強
と
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
水
を
ま

い
う
高
さ
に
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
国
一
配
充
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
う
拡
置

庫
支
出
金
が
二
二
八
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
伴
の
設

町
税
の
一
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
　
繰
越

金
五
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
示

し
、
全
体
と
し
て
は
、
約
四
パ
ー
セ
ン

ト
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
歳
出
で
は
、
教
育
費
が
伸
び
、

率
で
一
三
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出

全
体
に
し
め
る
割
合
で
も
二
〇
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

、
纏

　
　
　
魏

　　「一一一一一一一一一『一一一一一一一一
　　1管布設工事、県道工事に伴う配水
　　1管布設工事及び消防設備の拡充を
　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　1図るための消火栓を3基設置しま
’）　1　した。

　　1　なお、決算のあらましは、つぎ
　　ラ　　1のとおりです。
）　　I

　　l●給水戸数・……一一…2，800戸
　　し　　1●給水人口・一………一10，583人
　　1●普及率・｝……………・…97．9％
　　！●1日最大配水量……・一6，643nf

1収益的収入及び支出　　　　　　　I
l　O収入　　　　　　　　　　　　　　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

1●水道事業収益…264，309，455円　I
l　O支出　　　　　　　　　　　　　　　］
1●水道事業費……164，976，942円　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

10差引当年度純利益　　　　　　　I
I　　　　　　・…・一99，332，513円　I
I資本的収入及び支出　　　　　　　1
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

10収入　　　　　　　　　　　　　　I
I●資本的収入・・…一20，459，300円　I
l　O支出　　　　　　　　　　　　　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

1●資本的支出……127，884，131円　I
l　O差引不足額……107，424，831円　1
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」
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財政の豆知識

●地方交付税

　都道府県や市町村などの各自治
体が、一定の行政水準のしごとが

維持できるように、それぞれの財

政状況に応じて、必要な財源を国
が保障し、各自治体へおカネを配
分する制度。

　地方交付税の総額は、国税のな
かの所得税、法人税、酒税の国税

3税の32％が市町村の財政状況に
よって交付されます。

　地方交付税は、国からわたされ

るおカネといっても、使いみちの
定められた国庫支出金とは違い、

各自治体独自の判断で自由に使え
ます。

商工費 34，329，150円

議会費　78，134，455円

消防費 106，920，850円

公債費 146，238，079円

189，342，771円

1．2％

2．8％

民生費

3．9％

衛生費 197，193，483円 7，1％

土木費　278，894，497円10，1％

5．3％

6．9％

総務費　　310，633，822円　　11．2％

諸支出金　　344，705，000円　　　12．5％

（

（

費業産水林農 513，011，001円 18．6％

教育費 564，060，721円 20．4％

⇔性質別歳出
407，546，356円

257，914，403円

341，822，000円

259，792，300円

普通建設事業費
927，063，590円

　　　33．6％

人件費
569，325，180円

　　　20．6％

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1

国 保
　歳入総額396，852，896円、歳出
総額304，639，663円で歳入歳出差
引92，213，233円は、翌年度へ繰越
となりました。

　内容についてみますと、歳入の
国民健康保険税181，559，990円で

一人当り54，132円となり、歳出の
保険給付費は、歳出総額の73．1パ

ーセントを占めており、193，637，

273円で1人当り58，628円、老人
保健拠出金52，613，708円で老人保

健法の改正により拠出金の加入者
按分率が改められたことにより、
前年度拠出金の51パーセントとな
り1人当り108，036円の支出とな
りました。

◎一般状況　昭和63年3月末現在

●総世帯数

●総人口
●国保加入世帯
6国保被保険者数

2，853世帯
10，815　／k

1，267世帯

3，321人

補助費等　　物件費　　積立金’その他

14，7％　　　　9．3％　　　12．4％　・　9，4％

南
小
学
校
校
舎
の
増
改
築
が
行
わ
れ
た

た
め
で
す
。

　
そ
の
他
で
は
、
商
工
費
四
六
三
・
ニ

パ
ー
セ
ン
ト
、
諸
支
出
金
一
〇
七
六
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
総
務
費
一
一
・
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
お
り
、
歳
出
全

体
の
伸
び
は
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。
　
　
　
『

改醐明。　　　　　　晒轍鱒鐡働腰
　　　翻磁㈹

脚，’榊　輔齢

1　『』無“

1一一一｝一一一一一一一一一一一一一一一一r一一一一一一一一一一一一一一一一一一r

：　老人保健
1
　昭和62年度末の受給者数は786
人です。

　歳入総額352，565，473円、歳出

総額341，926，803円で歳入歳出差
引10，638，670円は翌年度へ繰越と
なりました。

　内容についてみますと、歳入の
支払基金交付金235，598，000円で

歳入全体の66。8パーセントを占め

ていますQ
　歳出は、実際にお年寄りが医者
にかかり、町が医療機関に支払っ
た医療費は支給総額で331，954，70

1円となり、前年対比で9．3パーセ

ント増となり、受給者1人当り42
2，334円で前年対比で5．9パーセン
トの増となっております。

水道事業　：
『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　昭和62年度の水道の使用量は、
全体で昨年より8。7パーセント増
の1，594，460立方メートルでした。
　年々水の使用量は増加しており
特に1月～3月まで降雨量が少な
く各水源の水位が非常に低下し渇
水に見舞われましたが、取水ポン
プの調整と一部川本町より緊急連
絡管により、分水を受け給水制限
もなく通常の給水ができました。

　新規加入は年々増加しており97
戸（4．7％）増となりました。

　　　（建設改良工事）
　主な建設改良工事は、須賀広、
塩、千代地内の配水管布設工事、
集落排水工事に伴う配水管布設替
工事、区画整理事業区域内の配水
管布設工事、川本町との緊急連絡

（

（
、

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」
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　青少年相談員のつどい

　9月4日（日）、江南町運動公

園で、　「青少年相談員のつど

い」が行われました。当日は、

県下各地区で青少年活動のリ

ーダーとして活躍している相

談員のみなさんが、1，000人以

上も集まり、若者らしい、楽

しく明るい汗を流していまし
たQ

甥欝灘

触　

）

） 成人病予防食講習会

　9月28日、保健センターで
江南町食生活改善推進協議会

が中心となり凍豆腐を利用し

た成人病予防食講習会が開か

れました。

　当日の献立は高野ピラフ、

高野ボール、吉野煮のあっさ

りとした味は好評を得、凍豆

腐を家でさっそく使ってみた

いと参加した51名の主婦の皆

さんは自分で作った料理に満

足そうでした。

秋
の
行
楽
期
に
お
け
る
火
災
の

　
　
　
　
　
　
　
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も

に
家
を
あ
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

家
族
ぐ
る
み
の
外
出
中
に
家
が
全
焼
す

る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
行
楽
と
な
る
と
つ
い
気
持
が
ゆ
る
み

が
ち
に
な
り
ま
す
の
で
一
層
の
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
お
出
か
け
前
に
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
守
り
火
災
予
防
と
家
族

の
安
全
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

○
老
人
、
こ
ど
も
、
身
体
不
自
由
な
人
、

　
病
人
だ
け
を
残
し
て
外
出
は
し
な
い
。

○
ガ
ス
器
具
の
元
栓
を
し
っ
か
り
閉
め
、

　
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
は
ず

　
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
出
か
け
る
前
の
た
ば
こ
の
一
服
は
、

　
火
種
の
落
下
、
置
き
忘
れ
で
火
災
に

　
な
る
事
が
よ
く
あ
り
ま
す
の
で
、
外

出
の
準
備
を
し
な
が
ら
た
ば
こ
を
吸

　
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ゴ
ミ
や
紙
く
ず
な
ど
を
放
置
し
て
お

　く

と
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
、
放
火
に

　
よ
る
火
災
の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で

　家のま

わ
り
は
整
理
整
と
ん
し
て
、

　
戸
締
り
も
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
隣
近
所
に
留
守
を
連
絡
し
て
出
か
け

　
ま
し
ょ
う
。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
を
追
放
し
よ
う
！

　
毎
年
、
十
・
十
一
月
の
二
ヵ
月
間
、
　
　
頭
で
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま

全
国
的
に
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運
　
　
す
。

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の

恐
ろ
し
さ
を
国
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し

く
認
識
し
て
、
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
で
す
。

　
県
で
は
、
本
運
動
期
間
中
、
運
動
の

柱
と
し
て
、
十
月
二
十
日
因
に
麻
薬
・

覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
国
民
運
動
埼
玉
大
会

を
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
（
大
宮
市
桜
木
町

一
ー
四
四
一
）
で
開
催
す
る
ほ
か
、
駅

　
　
　
）
　
）

　
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
で
お
困
り
の
か
た

は
、
熊
谷
保
健
所
（
熊
谷
地
方
庁
舎
内
）

二
三
－
二
八
〇
一
内
線
二
三
三
、
ま
た

は
、
熊
谷
警
察
署
二
一
1
0
0
四
二
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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一
』
‘前の

　　　v毒

土地取弓

昭和63年10月10日

一
㌧
‘国土利用計画法

基づく届出を

監
視
区　（
域

霧（
窪

て

　
県
で
は
、
昨
年
六
月
の
国
土
利
用
計

画
法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
監
視

区
域
制
度
を
積
極
的
に
導
入
し
、
地
価

抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
監
視
区
域
の
指
定
に
よ
り
、
関

係
地
域
の
地
価
は
沈
静
化
し
、
一
部
で

は
下
落
傾
向
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
方
、
監
視
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

な
い
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
、
地
価
が

上
昇
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
秩

父
リ
ゾ
ー
ト
地
域
の
重
点
整
備
地
区
に

予
定
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
地

価
上
昇
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
新
た

に
十
市
二
十
四
町
六
村
を
監
視
区
域
に

追
加
指
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

新
た
に
監
視
区
域
に
含
ま
れ

る
区
域
及
び
届
出
面
積
は

◎
次
の
市
町
村
の
区
域
の
う
ち
、
都
市

計
画
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市

街
化
区
域
で
三
〇
〇
，
m
以
上

行
田
市
、
加
須
市
、
本
庄
市
、
羽
生
市
、

鴻
巣
市
、
深
谷
市
、
久
喜
市
、
蓮
田
市
、

幸
手
市
、
吹
上
町
、
滑
川
町
、
嵐
山
町
、

小
川
町
、
吉
見
町
、
鳩
山
町
、
大
里
村
、

江
南
町
、
妻
沼
町
、
岡
部
町
、
川
本
町
、

騎
西
町
、
南
河
原
村
、
大
利
根
町
、
宮

代
町
、
白
岡
町
、
菖
蒲
町
、
栗
橋
町
、

鷲
宮
町
、
杉
戸
町
、
庄
和
町

◎
次
の
市
町
村
の
区
域
の
う
ち
、
総
合

保
養
地
域
整
備
法
に
規
定
す
る
重
点
整

備
地
区
に
予
定
し
て
い
る
地
域
で
二
、

O
O
O
，
m
以
上

秩
父
市
、
皆
野
町
、
長
瀞
町
、
吉
田
町
、

小
鹿
野
町
、
東
秩
父
村
、
両
神
村
、
大

滝
村
、
荒
川
村
、
寄
居
町

届
出
を
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
土
地
取
引
は

（
　
　
（

　
売
買
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
営
業
譲

渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、
交
換
、

予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡
、
地

上
権
・
賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡
及
び
こ

れ
ら
の
取
引
の
予
約
も
、
含
み
ま
す
。

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も
、

合
計
し
て
一
定
面
積
以
上
に
な
る
一
団

の
土
地
取
引
は
、
個
々
の
取
引
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
の
時
期
は

　
届
出
は
、
契
約
の
六
週
間
前
ま
で
に

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

届
出
の
手
続
き
は

　
届
出
書
の
用
紙
は
、
市
役
所
、
町
村

役
場
及
び
県
土
木
事
務
所
に
あ
り
ま
す

の
で
、
土
地
の
予
定
対
価
や
利
用
目
的

等
必
要
事
項
を
記
入
し
、
案
内
図
、
公

図
等
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
そ
の
土

地
の
所
在
す
る
市
役
所
等
を
経
由
し
て

知
事
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
受
け
た
市
町
村
は
、
意
見
を

添
え
て
県
へ
進
達
し
ま
す
。
県
（
土
木

事
務
所
）
は
、
取
引
価
格
や
利
用
目
的

に
つ
い
て
審
査
を
し
ま
す
。
そ
し
て
適

正
と
認
め
る
と
き
は
、
届
出
日
か
ら
六

週
間
以
内
に
勧
告
し
な
い
旨
を
通
知
し

ま
す
。

　
ま
た
、
不
適
正
で
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
土
地
利
用
審
査
会
の
意
見
を
聴

い
て
、
取
引
価
格
の
変
更
等
を
勧
告
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
勧
告
に

従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
公
表

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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乳

1だより
町でもがん検診が
10月3日からの胃
日の子宮がんに続
には乳がん検診が

急激に死亡者数の
がんについてお話

来欧米に多く日本
のですが、戦後、

（高たんぱく、高

すんで、乳がんの
加し、西暦2000年
死亡の第1位を占
ています。

がんはほかの臓器
からだの表面近く

あるため、気をつ
自身で発見出来る

えます。それには
診を行なって自分
覚えておくと、異
いち早く発見でき
す。

したら、年1回の
己検診を習慣化し
守りましょう！
診を受け「精密検
すと、すぐに「が
と心配になります
常がないか、また
気（乳腺症、繊維
ので、ためらわず
トけてください。

ンターでは、乳が
自己検診用パンフ
、してありますので

寄りください。

のポイント

期的におこなう。

てから、1週間前

は、毎月、日を決

の指の腹で、胸壁
すようにする。

の高い部位を重点
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できる場所

　
乳
が
ん
の
で
き
や
す
い
部
位
は
、
乳
房
の

外
側
上
方
が
も
っ
と
も
多
く
五
〇
％
、
次
い

で
内
側
上
方
、
乳
首
付
近
、
外
側
下
方
、
内

側
下
方
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内側
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　昭和63年度
後期スクール生募集

スクール名 定員 研修　内　容

英　会　話 20 基礎的な英会話の学習

ペン習字 22 ペン字・硬筆の基礎・基本練習

陶　　　芸 20 湯のみ・花瓶・皿の製作

バトミントン 34 バトミントンの基礎・基本技

スクール名 定員 研修　内　容

手　　　話 20 基礎的な手話の学習

着　つ　け 15 着つけの基本の習得

調　　　理 24・ 和・洋・中華料理の基礎的なもの

社交ダンス 40 マンボ・ブルースなどの基本

スクール名 定員 研修　内　容

手　編　み 15 基礎的な技術の習得

茶　　　道 20 基礎的なお手前の習得

写　　　真 15 撮影・現像・引き伸しの基本

　勤労青年の愛好する芸術、文化、：
スポーッなどの活動をとおして、　i
教養を高め、地域の青年や外国青　：
年との交流を進めながら、協同・　：

友愛の精神や国際感覚を養うとと　：
もに生涯学習を助長し、健全な青　i
少年集団の育成を図る。、　　　　1
■場「・所　　　　　　　　　　1
　埼玉県立深谷青年の家　　　　　：
■開催期日及び研修期間　．、　　　i

　昭和63年10月18日㈹から紹和64　1

　年3月10日㈹までの決められた　：
　週の火・水・金曜日の午後7時：
　から午後9時まで。全日程15回i
　　　（火曜コース）　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　『

　　　（水曜コース）　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　ほ　　　（金曜コース）　　　　：
　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
※バトミントン・社交ダンスは、男・女半々。　1

■対　　象
　県内在住・在勤の15歳～30歳ま
　での勤労青少年
■費　　用
　受講料は無料。材料費は受益者
　負担、申し込みと同時に納入。
■受付期間
　昭和63年10月8日㈲午後6時～
　10月16日（日）午後5時

○火曜日～土曜日

　午前9時～午後9時まで
○日曜日は午前9時～午後5時まで
010月10日、11日は受付しません。
■申し込み方法
○先着順・定員になり次第締切
○深谷青年の家備えつけの申込書
　で直接本人が申し込む。

■問合せ
　埼玉県立深谷青年の家

　〒336深谷市仲町20－2
　麿71－7548

■日　時
　11月17日㈲～21日（月）平日：10
　日寺～18日寺　土・日：10日寺～18日寺30分

■場　所
　熊谷市八木橋百貨店6階催事場
　8階県民ミニギャラリー
口内　容
◎新しいシルク製品、県産シルク
　製品の展示　◎シルクフロアシ
　ョー　◎シルク実演講習会
■入場料
　無料
■問合せ

　埼玉県農林部蚕糸特産課
　奮0488－22－2095

　63文化庁移動芸術祭新劇公演

　　　　　ちかまつめかたきうち

　文学座近松女敵討

■日　時
　11月7日（月）開演午後6時30分
■場　所
　埼玉県熊谷会館
■演　目

　近松女敵討
■入場料

　S席2，900円　A席1，500円
塵出演者

　杉村春子　大出　俊など
■前売所
　八木橋百貨店、タニタ楽器店、

　ニットーモール、埼玉会館など
■問合せ
　埼玉県熊谷会館

　曾23－2535

　東京電力
第6回　文化講演会
■日　時

　10月18日㈹　開場午後1時
　　　　　　開演午後1時30分
■場　所
　熊谷市文化センター
■講　師
　阿刀田高（あとうだたかし）
■テーマ
　“書くこと、考えることヤ

i　行政・心配こと相談
：　日常生活での困りごとや行政へ
iの不満などのあるかた、毎月第4
：火曜日にご相談に応じています。

：　どうぞ、お気軽にお出かけくだ
：さい。なお今月は弁護士が来庁の
i予定です。

：■日　時
：　10月25日㈹午前9時半～正午まで

1■場所江南町母子センター

i　教　育　相　談
：　教育委員会では、毎週火曜日（祝

i祭日はのぞく）午後1時より3時
：までの間、教育相談をお受けして
：います。

：　お子さんの教育上のことでお困
iりのことがありましたら、お気軽
1にご相談ください。
ロ

1　費36－5468（直通）
　

1　　36－1521（内線237）
：

『かかし』コンクール

に出品してみませんか

■日　時
　11月14日（県民の日）から23日（日）

■場　所
　埼玉県農林公園　野菜園
■出品規定
　①種類　　（1〉小・中学年の部

　　　　　（2）一般の部

　②出品申込11月12日出『かかし』

　　といっしょに会場へ申し込む
　③出品物の搬入、搬出
　（1）搬出　11月12日（土〉

　午前9時～午後4時まで
　（2）搬出　会期終了後

　から27日まで
■審査日
　11月14日（月）午前10時から

■表彰式
　11月20日（日）午後1時

■問合せ
　埼玉県農林公園管理事務所
　大里郡川本町本田5768－1
　奮83－2301
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　’88さいたまシルクフェア

：一花・織・染一今、シルクの時代　：
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